
令和 6年度 事業報告

令和 6年度は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進み、人や物の移動も

相当程度回復しましたが、シルバー事業においては、会員数や契約件数等の減少

が続いています。また、就業中・就業途上での事故については、会員の高齢化や

温暖化の気象変動などもあり、けがや熱中症などの傷害事故は、依然として
一定

数の発生があつています。

以下、令和 6年度の実施事業の概要について報告します。

事業費に関しては、国 e県補助金の合計額は、対前年度比 1.5%増 の

16,090千 円となり、一昨年度と同額になりました。また、国からの受託事

業である高齢者活躍人材確保育成事業 (以下「育成事業」という)費は、対前年

度比8.4%増の26,104千 円となり、2年連続での増額となりました。一

方、派遣事業では、当初予算の契約見込み金額に姑して収益が伸びず、対前年度

比0.5%減となりましたが、請負。委任事業と合算した県全体のシルバー事業
の契約金額は、対前年度比1.4%増の2,647百 万円となりました。令和 6

年度は、これらの収支状況を踏まえ、予算の適正執行や経費節減に努めながら事

業に取り組みました。

事業実績の総括は、 2ページ以降の表 1から表 3の とおりです。

会員数に関しては、対前年度比 1,4%減の5,108人 となり、コロナ禍の

令和 2年度以降、減少が続いています。また、新規会員の確保と就業機会の拡大

を目的とする育成事業に関しては、目標新規会員数 218人に対し、実績は

248人 (目 標達成率 113.8%)と なり、日標を達成しました。

契約金額に関しては、派遣事業では、対前年度比0.5%減の319百万円で

したが、請負・委任事業では、対前年度比 1.7%増の2,328百 万円となり

ました。

安全・適正就業対策事業に関しては、安全・適正就業対策推進委員会
が中心と

なり、「安全・適正就業姑策推進基本計画」及び
「安全就業の徹底に向けた事故

再発防止対策」に沿つて、研修会の開催、安全就業巡回調査や適正就業ガイド
ラ

インによる業務の点検、助言を行 う現地巡回調査などを実施しました。

派遣事業に関しては、例月の事務処理の適正な執行をはじめ、派遣元と
して各

実施事業所であるセンターでの衛生管理者の養成、衛生委員会
の開催支援、各種

法令理解のための担当者会議の開催などを行いました。

このほか、夏季には、国や県の関係機関に対し、シルバー事業
への支援の要望

活動を行うとともに、10月 第 3土曜日の「シルバーの日」に併せ、広報誌
へ広

告を掲載し、シルバー人材センターのPRを行うなど普及啓発に努めました。

また、全国シルバー人材センター事業協会 (以下
「全シ協」という)や九州ブ

ロックシルバー人材センター連絡協議会 (以下
「九シ協」という)の会議、研修
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等へ参加し、情報の収集や関係機関との連携を進めたほか、フリーランス法の施

行に伴う契約方法の見直しや外部役員の導入など新たな公益法人侑J度の対応等

について、研修会の開催や関連情報を収集して、各センターと情報共有を行いま

した。

表 1≪県全体の 去 5カ の推移≫  (R7.3.31

表 2≪連合会の中期事業計画の進捗状況≫

令和 6年度 目標数値と実績との比較 (R7.3,31現在)

R5年度 R6年度
年 度

項  目 R2年度 R3年度 R4年度

5,179
▲3.80/0

5,108
▲1.4%

会 員 数
実数 (人 )

増減率 (0/o)

5, 683
▲3.30/0

5 557
▲2.2%

5,383
▲3.1%

81.30/0

1.2

82 4%

1.1

83.20/0

0.8

請負等 (%)

増減 (ホ
°
イント)

81.10/0

▲1.3

80.1%
▲1.0

60. 1%

▲1.2

76.50/O

16.4

77.1%
0,6

就 業 率
派遣 (%)

増減 (ホ
°
イント)

62.10/c

▲ 1.1

61.30/0

▲08
2,647
1.40/0

2, 582
▲0,90/0

2,580
▲0。 10/0

2,610
1.2%

計 (百万円)

増減率 (%)

2, 606
▲5.20/0

2,328
1.7%

2 214
▲1.40/0

2,239
1.1%

2,289
2.2%

請負等 l百万円)

増減率 (%)

2. 245
▲3.90/0

321
▲5.80/0

319
▲0.50/0

368
2.00/0

341
▲7.30/0

契約金額

派遣 (百万円)

増減率 (%)

361
▲1280/0

年 度 等 平成29年度
基準年度①

令和 6年度
目標数値②

令和 6年度
実 績 ③

達成率 (%)
③/②

会 員 数 (人 ) 5, 897 8, 220 5,108 62.可

女性会員比率 (0/o) 32. 1 38.0 3 1  5 82.9

粗入会率 (0/o) 1. 2 1. 7 1.0 58.8

就 業 率<請負・委任>  (0/o) 81.9 81.9 83.2 101.6

就 業 率<派遣> (0/o) 7呵 .1 80.0 77. 1 96.4

就業延人員<請負・委任>(千人日) 460 460 390 84.8

就業延人員<派遣>   (千 人日) 62 102 49 48,0

契約金額 <請負・委任>(百万円) 2, 267 2, 267 2,328 102.フ

契約金額 <派遣> (百万円 ) 342 542 319 58.9
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表 3≪連合会の中期事業計画における拠点別会員数の

目標数値と実績との比較》 (R7.3.31現在)
(単位 :人 )

年度等 平成 29年度

基準年度

①

令和 6年度

目標数値

(中期計画)

②

令和 6年度

実 績

③

中期計画

達成率 (0/o)

③/②

長   崎   市 986 1 310 664 50, 7

佐 世 保 市 1,016 1: 424 770 54.1

島   原   市 293 408 227 55. 6

諌   早   市 499 698 409 58.6

大   村   市 702 982 726 73.9

平   戸   市 254 353 213 60. 3

松   浦   市 233 323 180 55,7

壱   岐   市 251 350 170 48. 6

五   島   市 179 247 184 74.5

西   海   市 322 449 319 71.0

雲   仙   市 164 226 182 80. 5

南 島 原 市 325 453 313 69. 1

長 与 B時 津 369 514 398 77.4

波 佐 見 町 132 181 105 58. 0

対   馬   市 62 83 99 119.3

川   棚   町 79 108 51 47. 2

新 上 五 島 町 81 111 98 88. 3

計 5, 897 8, 220 5,¶ 08 62, 1
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「
―

個 別 実 施 事 業

I 就業機会確保事業

1.安全・適正就業対策推進事業
各センターにおける会員の安全・適正就業の確保を図るため、次のとおり取

り組みました。

(1)安全・適正就業対策推進委員会の開催

①各センターにおける会員の安全・適正就業の確保に関する事項を検討

し、その封策等を推進するため、次のとおり委員会を開催しました。

(1)令和 6年度安全 。適正

就業の取組について

①安全・適正就業役職員研

修会の開催

②安全・適正就業強化月間

(7月 )における取組

③安全パ トロール及び適正

就業・指導事業の現地調

査

④「安全・適正就業対策推進

基本計画」の推進

・ヒヤリ。ハット体験事例

の活用推進

⑤その他

・令和 5年度県内の事故

発生状況 (年度統計か

ら)

(2)意見交換

委員会の委員 (委員長 :藤原理事、副委員長 :西原理事、委員 :6S Cの事務

局長及び連合会の事務局長・次長 計 10名 )

開催 日 主な議題等 検討 (審議)結果

R6.5。 17

(ホテル

セントヒ

ル長崎)

(1)令和 6年度安全・適正就業
の取組について

①令和 6年 H月 に開催 (長崎労

働局職員等による講義 他)

②各センターの強化月間におけ

る取組と状況の集約を決定

③安全パトロール及び適正就

業 。指導事業の現地調査の実

施計画を決定

④「安全・適正就業姑策推進基

本計画」の推進
。体験事例の抽出と活用を決

定

⑤その他
。シルバー事業での事故がな

かなか減少しない。安全就

業のさらなる注意喚起が必

要

-4-



②「安全・適正就業封策推進基本計画」及び「安全就業の徹底に向けた事

故再発防止対策 【9項 目】」の推進

基本計画及び事故再発防止対策 【9項 目】に沿つた安全・適正就業に

取り組みました。

(2)安全・適正就業役職員研修会の開催

シルバー事業の安全・適正就業の確保を図るため、センターの役職員

を姑象に次の研修会を実施 しました。

(3)安全パ トロール及び適正就業・指導事業の現地調査の実施

次のとお り、現地での安全パ トロールや適正就業
。指導の現地調査を

行い、安全・適正就業に努めました。

(安全パ トロールの実施)

活 動 拠 点 名 巡回調査 日

1 島原市 SC R6。 10.17

2 松浦市 SC R6.8.1

3 壱岐市 SC R6.9。 11

4 五島市 SC R6,7,25

5 雲仙市 SC R6.9.25

活 動 拠 点 名 巡回調査 日

6 南島原市SC R6.10。 9

7 長与 。時津 SC R6.9.20

8 対馬市 SC R6。 9.4

計 8カ所

開催 日 研 修 内 容 講  師  等

R6.11.21

(ホ テル セ

ン トヒル長

崎 )

①演題 :「シルバー人材セン
ターの適正就業について」

②演題 :「ヒヤリ・ハット体
験事例とその予防策等につ
いて」

①長崎労働局
職業姑策課 課長補佐
需給調整事業室 需給調整指導官

②連合会事務局次長
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(適正就業 。指導事業の現地調査の実施)

活 動 拠 点 名 巡回調査 日

1 佐世保市 SC R6。 11。 6

2 大村市 SC R6。 10.8

3 平戸市 SC R6,10.23

4 壱岐市 SC R6.9.11

活 動 拠 点 名 巡回調査 日

5 雲仙市 SC R6.9。 26

6 紺馬市 SC R6.9,4

計 6カ所

2.普及啓発事業

会員及び就業機会の拡大を図るため、広報活動を行 うとともにシルバー事業

の意義 。理念・運営等を広く県民や事業団体等に正しく理解 していただくよう、

次のとお り取 り組みました。

(1)普及啓発事業の取組

連合会ホームページやインスタグラム、新聞、県の広報媒体、マスメディア
ヘ

の情報提供等を通じて情報発信に努めました。

特に、10月 の「普及啓発月間」におけるボランティア活動を中心とした新聞で

の報道など、タイミングを重視した情報提供に努めました。

(2)業務推進事務局長会議の開催

県内センターの事務局長が一堂に会し、会員増加や就業開拓等の諸課題に

ついて情報交換、検討・協議を行い、シルバー事業の推進強化に努めました。

なお、対馬市センター、川棚町社協及び新上五島町センターにも当会議
への

参加要請をしました。

会 議 概 要開 催 日

①令和6年度第 1回都道府県連合事務局長会議の報告等

②意見交換

令和 6年 6月 13日
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開 催 日 会 議 概 要

令和 6年 10月 21日

①令和6年度第 2回都道府県連合事務局長会議報告等

[

会員拡大の状況、安全就業の徹底、契約方法の見

直し、厚生労働省の7年度概算要求予算  他 ]

②意見交換

令和 7年 2月 5日

(降雪により中止)

《予定していた会議内容》

3.就業開拓・交流研修事業

会員拡大や就業開拓などシルバー事業の拡大強化に向け、関連情報の収集や

交換、役職員のスキルアップを図るための会議等を次のとおり開催しました。また、

全シ協等が主催する会議。研修会に参加しました。

1連合会主催の研修会等

内  容実施地域実施時期事 業 項 目

6月

10月

①シルバー事業の予算・計画
等の報告及び協議

②適切な事業運営に係る諸問
題の検討・協議 他

長崎市

2月 (中止 )

業務推進事務局長

会議

(再掲 )

○演題 :「フリーランス法の施

行 と契約方法の見直しにつ

いて」

(講師 :全シ協・業務部長)

長崎市6月役職員研修会
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事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  容

シルバー派遣事業

担当者会議
9月 長崎市

①演題 :「労働法規を巡る現状
について」
(講師 :労働衛生コンサルタン

ト・社会保険労務士)

※質疑応答を含む。

②演題 :「コラボ 80+の 機能
について」
(講師 :NRI社会情報システ
ムl抑職員)

※質疑応答を含む。

安全。適正就業役職

員研修会

(再掲 )

11月 長崎市

①演題 :「シルバー人材センタ
ーの適正就業について」

(講師 :長崎労働局職員)

②演題 :「 ヒヤリ・ハット体験
事例とその予防策等につい
て」

(講師 :連合会事務局次長 )

福社・家事援助サー

ビス事業担 当者会

議 (研修会 )

(降雪により中止 )

2月 長崎市

《予定していた研修内容》

①演題 :「 (公社)広島市シルバ
ー人材センターの福祉・家
事援助サービス事業の取組
状況について」

(講師 :広島市SC職員)

②グループ討議・意見交換

2全シ協主催の研修会等

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  熔

定時総会 6月 東京都 ○全シ協定時総会
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事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  容

都道府県連合事務

局長会議

(再掲 )

5月 オンライン

(5月 )

東京都

①事業予算・計画の説明、協議
(厚生労働省 )

②適切な事業運営の推進
(全シ協)

③契約方式の見直しなど諸問
題の検討・協議  他

10月

1月

シルバー事業情報

交換会議

8月

オンライン

①講義 :「フリーランス新法ヘ

の対応について」

(講師 :全シ協・業務部長)

②講義 i「新たな契約方法への

移行について」
(講師 :全シ協・業務部長)

③講義 :「新たな契約方法に移

行した場合の会計仕訳等に
ついて」

(講師 :衣 目公認会計士・税理士事

務所職員)

11月

会員拡大・就業開拓

担当者会議
8月 オンライン

①講義 :「会員拡大と就業開拓」

(講師 :全シ協 。業務部長 )

②事例発表(2SC)
(福井市 SC、 出雲市SC)

職業紹介責任者講

習
10月 福岡県 ○関連法令、留意点 他

派遣元責任者講習 11月 福岡県 ○関係法令、留意点 他

シルボンヌ全国大会

20241N埼玉 11月 埼玉県

○シルポンヌ活動の紹介、作品

展示・販売、ファッションショ

ー 他
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事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  容

安全就業指導員会

議
1月

東京都
(オンライン

視聴 2月 )

①基調講演 :「安全な剪定作業

について」

(講師 :労働安全コンサルタント)

②事例発表(2SC)
(養父市 SC、 石川県SC連合会)

都道府県連合会長

会議
2月 東京都

O会議 (令和 7年度予算の概
要、新たな仲 間づくり計画

他 )
(厚生労働省、全シ協)

3九シ協主催の研修会等

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  容

各県連合 (会 )事務

局長 (連絡)会議

4月 オンライン

(4月 )

福岡県

○各県連合 (会 )情報交換会

11月

第 1回理事会 6月 福岡県 ○定期総会議案等の審議

定期総会・役員研修
△
言

7月 沖縄県

①定期総会 (令和 5年度事業
報告 他)

②役員研修会 (講演 :「シルバ
ー人材センター事業の現状
と今後について」 他)

(講師 :全シ協・事務局長 他)

職員研修会 11月 熊本県 ①講演 :「契約方法の見直しに
係る留意点について」

(講師 :全シ協 。業務部長)

「シルバー人材センターに

おける危機管理及び BCP
(業務継続計画)の取 り組
みについて」
(講師 :ア ウル・マネジメント・

オフィス代表 )

②事例発表 (2SC)
(熊本市 SC、 人代市 SC)
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事 業 項 目 実施時期 実施地域 内  容

各県連合 (会 )会長

会議 (研修会 )
12月 福岡県

①会議 (令和 7年度事業計画
及び収支予算 (素案)他 )

②研修会 (講演 :「シルバー人
材センター事業の喫緊の課
題と今後の対応について」
(講師 :全シ協・専務理事))

③各県連合 (会)情報交換

4.調査研究事業

シルバー事業を取 り巻 く環境変化を的確に捉えるため、次の調査研究を行
い

各センターに情報発信することで、円滑な事業推進等が図られるように努めま

した。

(1)フ リーランス法の施行と契約方法の見直しについて、全シ協の業務部長を

講師として、フリーランス法の基本事項並びに同法の施行に伴 うシ
ルバー事

業の新たな契約方法の見直 し時期と内容に関する研修会を実施 し、講義
と質

疑応答を行いました。

(2)シルバー派遣事業担当者を対象に、労働法規を巡る現状について、労働衛

生コンサルタン ト・社会保険労務士を講師として、雇用保険等公的保険制度

や雇用通知書などの基本事項に関する講演と質疑応答を行 うととも
に、派遣

事業のシステム操作を正確に行つてもらうため、NRI社 会情報システム爛

職員を講師として、派遣システム (コ ラボ 80+)の就業一括登録機能などの

便利機能の操作方法等について講演と質疑応答を行いました。

5.センター設置等促進事業

県下全域におけるシルバー事業の展開を図るため、センタ
ー未設置町 (小値

賀町)や連合会未加入団体 (東彼杵町、佐々町)に対し、事業概要の配布等に

よリシルバー事業の周知・広報を行い、センター設置
への意識づけに努めまし

た。

また、シルバー事業の法人化に至つていない川棚町や新上
五島町のセンター

に姑しては、業務推進事務局長会議
への参加を要請するとともに、欠席の場合

は、資料を送付するなど情報の共有に努めました。
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6.センター指導事業 (適正就業・指導事業)

6セ ンター (佐世保市、大村市、平戸市、壱岐市、雲仙市、対馬市の各センタ

ー)に対し、会員拡大、就業開拓、意識啓発、安全就業、適正就業の確保等の

買文組について現地調査を実施し、シルバー事業の適切な運営、業務拡大等の指

導 。助言を行いました。

7.福祉・家事援助サービス事業

「介護予防 。日常生活支援総合事業」の拡大 。支援に向け、令和 7年 2月 に、

各センターの役職員を姑象に、先進地の現状と課題、取組事例を学ぶ研修会の

開催を予定しておりましたが、降雪のため開催を中止 しました。

8.有料職業紹介事業

臨時的かつ短期的または軽易な業務への就業を希望する高齢者に、有料職業

紹介事業を行いました。

(1)実施事業所

佐世保市、島原市、諌早市、大村市、平戸市、松浦市、五島市、西海市、雲

仙市、南島原市、波佐見町及び連合会   (計 )12事業所

(2)実施状況

実績なし

事 業 項 目 開 催 日 実施地域 内   容

福社・家事援助サー

ビス事業担当者会議

(研修会 )

(降雪により中止 )

(再掲 )

R7.2.6 長崎市

《予定していた研修内容》

①演題 :「 (公社)広島市シル
バー人材センターの福祉・

家事援助サー ビス事業の

取組状況について」

(講師 :広島市SC職員)

②グループ討議・意見交換
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Ⅱ ′シルバー派遣事業

高齢法改正による業務拡大等派遣事業の環境変化を見据え、情報提供とその

対応方策に努めるとともに、労働者派遣事業の適切な推進に取り組みました。

【令和 6年度事業報告の表 1≪過去 5年間の推移≫(R7.3.31現在)を参照】

(1)シルバー派遣実施事業所

届 出 受 理 日 実 施 事 業 所 名 称

H21.2.25 ①長崎市事務所

③諌早市事務所

⑤西海市事務所

②佐世保市事務所

④大村市事務所

⑥長与 。時津事務所

I■ 21.8,17 ⑦南島原市事務所 ③波佐見町事務所

H22,4.1 ③島原市事務所

H22.11.8 ⑩平戸市事務所

H23.8.31 ①壱岐市事務所

H24.10。 17 ⑫雲仙市事務所

H25.12.12 ⑬松浦市事務所

I―126。 1,30 ⑫五島市事務所

I―126.12.17 ⑮連合会

(2)シルバー派遣事業運営委員会及び担当者会議の開催

派遣事業運営に係る次の課題等の検討
。協議のため、運営委員会及び担当

者会議を開催 しました。

O派遣事業実績、活動拠点委託費、教育訓練の実施状況、衛生管理者養成

結果・養成計画等について
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シルバー派遣事業運営委員会開催状況 (全 3回 )

シルバー派遣事業担当者会議開催状況 (1回 :再掲)

(3)派遣業務拡大の取組

令和 6年度の業務拡大については、4事業所 3業種の実績となりまし

開催年月 日。場所 議  題  等

令和 6年 6月 13日

長崎市

。令和 5年度派遣事業実績

・令和 5年度教育訓練の実施状況

・令和 6年度衛生管理者養成計画

令和 6年 10月 21日

長崎市

・令和 6年度派遣事業実績 (4月 ～9月 )

・令和 6年度活動拠点委託費 (4月 ～6月 )

・令和 6年度教育訓練の実施状況 (4月 ～9月 )
。派遣事業拡大に向けた取組 (福岡県調査結果)

。労働条件明示ルール変更に対する姑応

(九州各県 (福岡県を除く)調査結果)

令和 7年 2月 5日

(降雪により中止 )

《予定していた会議内容》

・令和 6年度派遣事業実績 (4月 ～12月 )

・令和 6年度活動拠点委託費 (4月 ～9月 )

・令和 6年度教育訓練の実施状況 (4月 ～12月 )

・全シ協特別指導結果

開催年月日。場所 演  題  等

令和 6年 9月 25日

長崎市

「労働法規を巡る現状について」

(講師 :労働衛生コンサルタント・社会保険労務士)

※ 質疑応答を含む。

「コラボ 80+の 機能について」
(講師 :NRI社会情報システムl材寸職員)

※ 質疑応答を含む。

た。
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事業所
業  種
(職 種 )

1週間の

就業時間

就業延人員

(人 日)

賃金総額

(千円)

佐世保市
医療業

(飲食物調理の職業)

20時間以上

30時間未満
218 1,342

佐世保市

食料品製造業

(製品製造・加工処理の職

業)

20時間以上

30時間未満
107 595

佐世保市

社会保険 。社会福

祉、介護事業 l会欠食物

調理の職業)

20時間以上

30時間未満
61 409

西海市

社会保険 。社会福

祉、介護事業 徴食物

調理の職業 )

20時間以上

30時間未満
479 2,004
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Ⅲ 高齢者活躍人材確保育成事業
令和6年度の高齢者活躍人材確保育成事業 (厚生労働省長崎労働局委託)につき

ましては、高齢者や企業に対して、シルバー人材センターを積極的に周知・広報す

るとともに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業双方のシルバーに対する理解を深

めること、高齢者がシアレバーに興味を持ち自信を持つて就業できるよう必要な技能講

習を行うことにより、シルバーの新規会員、新たにシルバーを活用する企業を増加させ

ることを目的として実施しました。

・委託期間 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日

・支 出 額 26,104,260円 (契約額26,772,000円 )

・執 行 率 97.5%

。事業実績

※ 事業目標は、高齢者活陸人材確保育成事業仕様書により設定された目標値である。

区  分 新規会員数① 就業者数② 就業率②/①

周知・広報 202人 155人 76.7%

セ ミナー 5人 4人 80.0%

就業体験 9人 6人 66,7%

技能講習 32人 26人 81,3%

計 248人 191人 77.0%

事業目標③ ※ 218人 目標達成率①/③ 113.8%
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1.周知・広報

広報媒体等 内  容 実 績 備   考

リーフレット
シルバー人材センターP

R、 シルバー会員募集
2,000菩Б

連合会、A3判二つ折り。両面 4

色刷 り

新聞折込チラシ シァレバー会員募集 212,230枚
12地区各 1回、5紙、A4判・片

面 2色刷り

長崎新聞折込チラシ
シルバー会員募集

長崎市SC入会説明会
159,990枚

県下全域 1回、休刊日前日チラ

シ、 B4判 1/2面

タウン情報誌 シルバー会員募集 2回
佐世保地区 1回、60,000部

諌早地区 1回、45,000部

自治体広報紙 シルバー会員募集 8回
島原 2回、南島原 3回、新上工島 2回、

波佐見 1回 (折込チラ功

拠点 SC配 布用チラ
シ

シルバー会員募集 4,870枚
17拠点 SC、 A4判 。片面 4色刷

り

新聞折込チラシ セミナー参加者募集 99,500枚
3セ ミナー・3回、5紙、A4判

片面 2色刷り

新聞折込チラシ 技能講習受講者募集 471,710枚
15講習・16回、5紙、A4判・片

面 2色刷り

拠点 SC配 布 用チ ラ
シ

セミナー、就業体験、技

能講習参加者募集
1,810布虻

12拠点 SC、 24種類、A4半 1・ 片

面 4色昂1り

長崎新聞折込チラシ
シルバー人材センターヘ

の仕事依頼募集
160,840枚

県下企域 1回、休刊日前日チラ

シ、B4判 1/2面

拠点 SC配 布 用チ ラ
シ

シルバー人材センターヘ

の仕事依頼募集
2,500枚

16拠点 SC、 A4判・片面 4色昂1

り

定期総会配布チラシ シルバー会員募集 1回
連絡会議構成団体 (連合長崎)

A4判 。片面 4色昂1り '300枚

機関紙折込チラシ
シルバー人材センターヘ

の仕事依頼募集
1回
連絡会議構成団体 (中小企業団体中央会)

A4判 。片面 4色刷り。500枚

機関紙広告掲載
シルバー人材センターヘ

の仕事依頼募集
1回
連絡会議構成団体 (商二会議所連合会)

縦 15 cm× ん費8 cm・ モノクロ・6,000都

連合会SNS
シルバー人材センターP

R、 シルバー会員募集他
通年
ホームページ、インスタグラム

等
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2.セミナー及び説明会 (高齢者向け。女性向け)

※開催時間には、入会説明会 (約 30分 )を含む。

3.説明会 (高齢者向け)

4.説明会 (企業向け)

5.就業体験 (高齢者向け)

6.就業体験 (企業向け)

(単位 :人 )

(単位 1人 )

名  称 開催地 開催日 開催時間 定員
参加

者

未会

員

入会

者
備考

スマホ教室 五島市 7/4(木 ) 13:30～ 15:80 10 ll 4 1

スマホ教室 松浦市 7/9(火 ) 13:30～ 15:00 10 8 3 2

メイクアップセミナー 長崎市 10/17木 ) 13:30～ 15:30 20 19 19 2 女性限定

合計 40 38 26 5

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考

退職予定者 (人事担当者
を含む)説明会

長崎市
長崎県、長崎市、佐世保市等の職
員の退職者説明会は実施なし。
リーフレット酉己イ寸依頼。

名  称 開催地 開催 日 開催時間
参加
企業

備  考

シルバー人材センター説
明会

佐世保市 2/27(木 ) 10:00～ 11:00 1社
案内企業 43社
申込2社、うち 1社欠席。ほか
に資料送付依頼1社

名  称 開催地 開催 日 開催時間 定員
参加

者

未会

員

入会

者
備考

公園管理就業体験 佐世保市 11/26(火 ) 10:00-11:00 5 4 4 4
受入先・佐
世保市 SC

公園管理就業体験 長崎市 12/2(月 ) 10:00～ 11:00 5 5 5 5
受入先。長
崎市 SC

合計 10 9 9 9

名  称 開催地 開催 日 開催時間 定員 参加者 備  考

○○就業体験 佐世保市
説明会参加企業の希望が

なかつたため開催なし
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7.技能講習 (単位 :日 、時間、人)

講習名 開催地 講習期間
講習

日数

講習

時間

定

員

受

講

者

未会

員

入

△
ム

者

備考

剪定講習
(春期)

佐世保市 6/ 18 6/20 !木 3 13 10 12 11 6
雨天のた

め時間短

縮

調理スタッフ

養成講習
長崎市 7/8 :月 7/16 :,k 3 12 10 11 11 0 7/8,11,16

接遇講習 長与町 7/25 木 7/26 金 2 8 10 5 3 8

接遇講習 松浦市 8/27 火 :
8/28 水 2 8 10 9 4 2

介護補助スタ

ンフ養成講習
長崎市 9'3 火 9/5 木 8 12 10 5 5 0

調理スタッフ

養成講習
南島原市 9/11 水 9/18 3 12 10 10 6 6

9/11,13,

18

剪定講習 松浦市 10/8 火 10/1 0 3 15 10 10 0 0

剪定講習 長崎市 10/22 火 10/24 3 15 15 10 9 2

剪定講習 西海市 10/29 火 |～ :10/311木 3 15 10 8 2 2

除草講習 佐世保市 1 1/5 1 3 10 11 5 2

剪定講習 波佐見町 1 1/6 水 11/8 金 3 15 10 5 5 4
うち川」〕l町・受

講 1・ 未 卜 入 1

剪定講習
(秋期)

佐世保市 11/12 火 11/14:木 3 15 10 12 5 0

剪定講習 雲仙市 12/ 3 火 12/5 木 3 15 10 8 4 3

刈払機取扱
講習

五島市 12/ 5 1 3 10 9 1 0

接遇講習 平戸市 2/18 火 2/19  水 2 8 10 9 3 2

合計 38 169 155 134 74 32
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Ⅳ 総会等の開催及び要望活動
連合会の事業目的の達成と適正な運営を図るため、定時総会や理事会等を

開催するとともに、要望活動を実施しました。

(総会等の開催状況)

(要望活動の概要 )

会議等名称
実施

時期

実施

地域
内 容

定 時 総 会 6月 長崎市
連合会会員による総会開催

e令和 5年度決算審議・役員の選任 他

理 事 会
連合会理事 (14名 )、 監事 (2名 )に よる

開催

6月

6月

12月

3月

長崎市

長崎市

長崎市

長崎市

・令和 5年度事業報告 。決算審議 他

・会長、副会長及び専務理事の選定審議

。派遣労働会員就業規則の一部改正の審
議
・令和 7年度事業計画・予算審議 他

決 算 監 査 5月 長崎市
監事 (2名 )に よる令和 5年度収支決算等の

監査

支 援 要 望 内 容 活動 日及び要望先 要 望 者

・補助金の確保
。新たな独自事業への立

ち上げ支援
・新たな契約方法の見直

しに関し、センターが

安定的運営となるよう

な支援

O活動 日 令和 6年 8月 8日
○要望先

1。 長崎労働局長

2.長崎県知事
3.長崎県議会議長
4.自 由民主党長崎県連会長 他

吉木 会長

西 冨1会長

本田 目J会長

南部 専務理事

吉木 会長

西 冨吋会長

本田 邑1会長

南部 専務理事

・連合会事務所の代替施

設の確保

○活動 日 令和 6年 8月 8日
○要望先
。長崎県知事
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賞借対照表
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I資産の部
1.流動資産

現金

当座預金No308040

普通預金

未収金

立替金

前払金

流動資産合計
2.固定資産

(1)基本財産
基本財産合計

(2)特定資産

連合会事務所移転費用積立資産

固定資産取得積立資産

特定資産合計

(3)その他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

その他固定資産合計

固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部
1.流動負債

未払金

前受金

預り金

仮受金

短期借入金

預り補助金等

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部
1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

2.一般正昧財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

正味財産合計
負債及び正味財産合計 ____

)

)

(

(

０

０

０

９

０

０
０
盗
Ｕ

全
Ｕ
守
′
盗
Ｕ2

(
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‐一

一

合計内部取引消去科 目 公益目的事業会計

0

1,000

40,240,927

26,223,724
0

543,120
0

0

0

0

18,709,416
0

0

631980

3,400,000

0

△ 3,400,000

△ 694,215

0

1,000

21,531,511

26,223,724
0

479,140

0

694,215
△ 4,094,215 67,008,77148,929,590 22,173,396

000

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

0

3,700,000

1.000,000

０

０

０

4,700,0004,700,000 0

100,626

306,915

110,000

29,098

306,915

110,000

7 1
８

０

０

２

517,54171,528 013
5,217,5414,771,528 446,013
72.226.31219_409 △ 4.094.21553.701.118 22

44,890,285
０

４

０

０

０

０

０

732 6

△ 6941215

△ 3,400,000

44,8681504
0

732,614
0

0

0

3,400,000

0

１

０

０

０

０

５

０

０

2 1 7

694 2

45,622,899715,996 △ 4,094,21549,001,118

000
45,622,899△ 4,094,215715,99649.001,118

(

(

)

)

)

)

(

(

211903.41

０

０

０

３

０

０

)

)

)

)

0

0)
0)

4,7001000
0)

4,7001000)
26,603,41321,903,4134,7001000
72.226,312△ 4,094,21553_701.118

I資産の部
1.流動資産

現金

当座預金No308040

普通預金

未収金

立誉金

前払金

公益目的事業会計勘定

法人会計勘定

流動資産合計
2.固定資産

(1)基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

減価償却引当資産
連合会事務所移転費用積立資産

固定資産取得積立資産

特定資産合計

(3)その他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部
1.流動負債

未払金

前受金

預り金

仮受金

短期借入金

公益目的事業会計勘定

法人会計勘定

預り補助金等

流動負債合計
2.固定負債

固定負債合計

負債合計
Ⅲ正味財産の部
1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

2.一般正味財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

正味財産合計

負慣及び正味財産合計   _

ミー ン

賞借対照表内訳表
令和7年 3月 31日 現在

(

(

０

０

０

３

０

4う０（Ｖ６

(
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人

正味財産増減計算書

令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 まで

シルバー人材センター連合会

当年度 前年五科 目

|]EE i財匿 増 減 の部

J
1減の部
「収益

|

「 △ 1.61J 14 32争 者派遣事業収益
8| △ 1.601J 11 32

| ). 2.0210と 2J

0 ,. 2.02122
と△世 2】 「
.41J

| ,9 | 15,85711補助金等 11取
231). 7.812,|!取国庫補助金 8,|景

| |

).| 8,04〔県)補助金 8=|景
△ 29,|437,|1

!] 電支援金
101△ 2911!取全 シ協支援金

`

,

2186.I:] 担 金
)|△ 125,I186.I6, !取負担金

2と
!】 筆産運用益

2J:定資産登取利息
△ 58,001

, 105,4基
１１ ‐

一
23,1

,2J, !取利息
|3.)

収 益
△:託金等返還

十か らの繰入金収益lE

427,02364.189.131364.616.182!1写冒〕R益計
!費用

731

△ 773.591250653E払会員賃金
20 19:払会員法定福利費
48480員報酬
2△ 1料手 当
!211.903,48〔i障雇管金

|9 2 72,948i定福利費
383,J383.6〔

]

△81.利厚生費
|.△ |26,(17,469ぎ譲費

△ 19197.4!員等旅費交通費 0
) △ 129,|943k費交通費

131〕| △7701,965」 信運搬費
28,i28価値却費

)94・器備品費
.371|耗品費

| 033,(F繕費 「
5|】刷製本費F

25538!|i熱水料費 「
35 87,630ど4
,.461 △ 361731_

|.〔険料
133.200 77,OZ壁7i謝金

).| 121.500 △ 109,C⊇10 2税 課

E払負担金
8.524 1,665,9

,15.;託 費
|.| !.797 9) 332.41i動拠点委託費

) 351,

,:材費
10〉子修費1 「9.313 △ 8,6

E払手数料
払碁託金等返還

０

一
0性費
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公益社団法 シ レバー人

正味財産増減計算書

令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 まで

ンター連合会

増減前年度科 目
142.6

| 10.000
| 217.00(才目 | 2;

66 282 362(

830130 0田i障
91.962 70392.6(転

．ヽカ 定
]騨 準 十 13.476 441 120ユ

28748
105△ J768

| 401395 21等 旅 賢 :廷通費
2696.426k
,299J 6 望86.475〕

5( ,0 01.500
00十器
4801 0 △ ■31 ,.912 J好 |

69「
.469

]編 0
|

21 12

'40

|
L十

8 4 23,|109

).5( 10 0|果険 |

000

3,850
!.600|.600 △21

i3.689.903 △5目
210.686 7,771
00 0

△ 17,58831,946 49,534
,1401 ,7 △ 1,361.94361.939,1

2.248,11前 当期 経 常 増 屈 租乎
00〔ロオ, 争評 価 益 等

0r奮 F :評価 益 等
(0面証 券 ヨ1価損益等[有
|0

18.129 428,560689 2.2と2,|:'

2 i常タ

1 浄日と, タ
|!外〕

2 経  I

!外 I

001常タ
| 89 2,2J2.6ELく財 , 三増減額ｙ

〓 期 一 「
8.595'24 21,6i鷹 期

・ .残
高

1892.6・23.926,72126.603.413正

圧 増 瀕Ⅱ l

(1)'
０

一
0ヨ

ロ」

(2): i用
00

」 !用
00三増減額
00産期

・ .残
高

00庭 期 , :残高
68914 216i13 23,9126

|正
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正味財産増減計算書内訳表
令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日 まで

―ヾ

Ｉ
Ю
い
Ｉ

436 611

333_6′ iI

4 868 1I

523_73(I

′102′ 〔I

夕5 511 90〔I

ワ49 8夕 1I

1_046 UUI

20 321_1I

I 1 〔〕03 4
Z l,411_61I

388 66〔I

ti= 0〔 iI

1′ _46i

を114 01I

′Ul_I

夕El ′もI

合 計

31【,_414_i104
夕ti 104 フ【i0
Z6_104_260
ク ▲RI: =00
7 41111 800

16_UVU_UUU
8 046 000
と1 043_000
4Uti_UUU
408 000I

fil l夕 0
61_lZUI

フ b68I

Z_363I

4′ 136I

Z4_193I

タフ 940I

364_616 1も ZI

3b【,_28と,_6υυI

t

8t, 0もI

lZ_11I

フワ 91I

も_【,84_4′ |I

法人会者十

3_400_00UI

夕 4RR 300I

″ 48と: 300I

61 lZI

夕b 611 90〔I

lb ′34 4′I

82_4ZZ_建161

′′.32
Z9_′I

′0 6タI

ti1 4_U41I

′01 96I

Z8_′ もI

94.6〔I

64Z 66I

33.0〔I

433_6〔1

538.6′
4_838_3I

b23.′ 3〔I

rlo_z′I

12 08II

12_0と
`

I

Bbli 681 ′〔I

=も
9 夕88I

Z4ミ,_3Zl_I

1 04〔3 09I

20.321 1l

1 903 4)I

2.948.61I

3b3_6b〔I

63 〔I

17.4I

316_t,14 と:01
夕fi 104 ;″ ti〔

Z6 194 ZI

16 0UO_01I

8.043.00(I

8 043 00〔I

4U8_UU〔I

408 00〔I

タI

2_もI

19_3I

710.2「 (I

803_31jI

13 ′61 04|

′′ 3ZI

Z6_′ 4iI

1186I

lR 171I

U_131I

夕09 801I

34′  ti4I

269 16l

33_0〔I

90.2(1

163 bI

1.341 0111

クfヽ 104 夕61

Z6_IU4_I

b3161

I 1 908 4
建

`建

19_1′I

Z6_ IU4_Z6U
夕6 104

Zと, ′〔I

44.88I

343_1I

375.1
3 61′  351I

b09.34〔I

夕4 706_01I

Z OZ3 43I

82 422 1i6I

夕 0も 9 4`I

Z′U.UZI

44 8建 ;I

B 88I

604.74I

Bb4 11I

ZtS_′I

94 6〔I

3/3 4【 ,1I

2_363
ク 5ti〓

lZ UtiZ
12_082

33Z_3Z′ _44ミ ,

883 184 `I

,49 R夕 11

1 046_OVI

16 004 1I

316_014 建104
316 014 804

16 000 000
と
` U45 0UU8_045_000
40[1 000
498_UU0

32 422.86I

29 ′0(|

18 6bI

109 69〔I

136_30I

2 089.6もI

もUU_34I

Z4 ′96 UlI

十

′0′ 91I

435 98`I

も3 υ3I

18 4bI

も も、5I

146_11I

181 51I

夕 668
Z_363
1011【 ,
10 1lU

`16 02′
 486I

〓lti l夕 8 0ЬI

Z49_3Zl_6I

1 046 09I

4.187 ′il

316 014 804
R16 014 804

1 316_31

26 23(

46呂 64〔

1′ 2 36
Zb_/b〔
94 60〔

Z63 1`Uを

343_4UI
夕
=[: B〔
1_4Z′ _691

10_ti1 6_十

1 6Z3_46と
夕16 091
Ziぢ 43

408 000

1 963
1 【,68

18 499

1ザ _Ub6 3

16 0UU_UUU
8 046 000
と1 046 00U
4Uと,_000

計高齢者活選人材確保育成事業

!会 計 か らの 融 入 (3・」ヱ奉

働 者 派 置 騒 案 肢 幕

工 陰 巳十産 置 逓 の 観

F鈴者 そ協人】テ辞 俣菅 虚車 空尋路取ホ

資 産 運 用 盃

l取補 助 金 等

HJ望 第キ
=・

ト

富 爛 産 の ∬

取 夏 経 金

取 負 担 金

経 営 警 用

経 常 収 益

取 会 受

:薬留

収 益

]

科 目
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正味財産増減計算暮内訳表

令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日 まで

Jレパー

Ｉ
Ю
６
Ｉ

a [:ふ o

461 714
10 686

7 6′6 689I

合計

Z 6bU_′ 94
Z′ ′ 000
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60_500I

3_もbUI

1′ 1_000I

461_Z14I

10 686I

3 333_6′ VI

法大会計

Z_660_′ υ4I

夕′′ 000I

6Z6_866I

10 830I

ミ,2 663II

18 6201

4 ′00 001

△ 666_UU{I

630.1

4.700 0〔
4 ′00_0〔

35υ Zもも_I

△  666_9I

△  666_9:J〔I

計

76 104 26{I

高齢者活霊人材確保吉成事楽
に

′Iヽ
=キ

A Sb6 99〔I

i △  666 991

△  636_991I

△  666I

t

′ル バ ー 人 柄 セ ンター 子 |

I ラ ルバ ー 平 程 こ と

△  100_36I

△  190_b6I

I △  IUυ .30

△  IUU 30I

816 128_〔|

△ 330.4

△  556 42

17 0二 ti 〓

△  bb6 4ZI

△ bb6 42

十

』 圭 爆 金 穂 捏 車 患

4b牟 滸 1需替苛当類一般正昧財産蝦逓額

控 警 有 価 ■[券評 価 損 益 等

当 観 -19T蝶 邑t産 置 逓 ▼層

当 HE増 ▼ T膜 巳十産 博・滅 l電

一 般 正 峡 財 差 麹 首 残 高

-1豊 正 昧 財 語 瓢 乗 媛 高

指 定 正 峡 財 磨 期 首 残 高

指 ▼ 下 陰 財 産 壇R実 義 恵

役 覺等 旅 書 交 通 登

基 本 財 磨 評 価 禍 益 等

持 ■ 警 と 解 襦 福 幕 等

I指 定 正 映 財 産 増 通 の 部

■T Tn表 既 産 朗 交 聴 富

恨 麗 綸 付 吾 用

当 期 解 営 ウト担 玉 緬

支 払 手 数 癖

輛 信 i「科 書

減 価 値 却 費

什 躍 信 品 警

血 島l赳 太 書

壬 翠 末 舟 詈

支 払 負 担 金

翠 編 超 幕 3辞

経 常 外 J夏益 計

経 営 ,卜書 用 計

函 障 雇 菅 命

禁 申 箱 角I書

箱 魚IE■ を

権 野 奪 1覇吾

当 期 経 営 曽 愛ヽ 網

2器営ウトJ愛の縄
(1)部営 ウトJ■帯

用 渇,公楔

役 H翌 酬

消 耗 品 登

證 富 費 用 計

仙 会 計 視 警 網

鈴 魁 革 当

俣 日窒舟

数 材 晉

管 倍 聾

奉 粁 晉

令 彗 警

軽 露 警

驚 勢 金

難 彗

管 理 吾

書 用 意十

販 益 計

r2Ⅲ 書用

(1】 J望幕

科 目



2

財務諸表 に対す る注記

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

減価償去,資産について、定額法により直接減価償却を実施 している。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込み方式によつている。

特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

(単位 :円 )

3。 特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。

(単位 :円 )

4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次
のとお りである。

(単位 :円 )

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

連合会事務所移

転費用積立資産
3,700,000 0 0 3,700,000

固定資産取得積

立資産
1,000,000 0 0 1,000,000

科  目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額 )

(う ち一般正味財

産からの充当額 )

(う ち負債に紺応

する額)

連合会事務所移

転費用積立資産
3,700,000 (3,700,000)

固定資産取得積

立資産
1,000,000 (1,000,000)

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 1,102,500 1,001,874 100,626
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甘

一

5.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりであ

る。                            (単 位 :円 )

6。 他会計振替額について

公益 目的事業会計の一般正味財産額 656,990円 の不足額を調整するため、法人

会計から振 り替える。

補助金等の名称 交付者
前期末

残 高
当期増加額 当期減少額

当期末

残 高

貸借対照

表上の記

載区分

補助金

1)運営費補助金

2)運営費補助金

3)支援金

全シ協支援金

国

県

全シ協

0

0

0

8,045,000

8,045,000

408,000

8,045,000

8,045,000

408,000

0

0

0

合 計 0 16,498,000 16,498,000 0
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1.特定資産の明細

2.引 当金の明細

附属 明細書

(単位 :円 )

(単位 :円 )

区 分 資産の種類 期首帳簿価額 碧期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

固定資産 特定資産 4,700,000 0 0 4,700,000

科  目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

目的使用 その他
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シルバー人材センター連合会

財 産 目 録
令和7年 3月 31日現在

金 額使用目的等貸借対照表科目 場所・物量等

００

　

７７

２８

５９

６３

２７

‐

　

５８７

６３７

８０６

２０８

２４‐

26,221,550
2,174

26,223,724

479,140
63,980
543,120

1

1

40,

派遣事業運転資金として

源泉所得税等預金として

就業機会確保事業・法人会計運転資金として

高齢者活躍人材確保育成事業運転資金として

[現金預金計]

3月 分等派遣事業収益

損害保険料
[未収金計]

派遣事業賠償責任・派遣元事業主賠償責任保険料

D&0(役員賠償責任)・サイ′ヽ
・―情報漏えい保険料

[前払金計]

運転資金として

未収金

前払金

預金

派遣事業収益

l抑全福サービス

l抑全福サービス

当座預金

十八線和銀行 長崎市役所支店
普通預金

十八親和銀行 北支店
十人親和銀行 長崎市役所支店
十八親和銀行 北支店
十八親和銀行 北支店

(流動資産)

67,008,771流動資産合計

3,7001000

1,000,000

4,700,000

1

71,527
29,098
100,626

306,915

110,000

517,541

[特定資産計]

[什器備品計]

[その他固定資産計]

公益目的事業財産

公益目的事業財産

公益目的事業財産
公益目的事業財産
法大会計財産

法人会計財産

法人会計財産

連合会事務所

移転費用積立

資産

固定資産取得

積立資産

什器備品

電話加入権

保証金

十八親和銀行 北支店

十八親和銀行 北支店

シュレッゲー (裁断機)ヽ台

移動書庫1式

移動書庫1式

高速道路使用[TCカード

利用加入保証金

(固定資産)

特定資産

特定資産

その他固定資産

5,217,541
固定資産合計

72,226,312
資産合計

201632,774
670,359
15,952,857
217,782
6.285,500
140,790
990,223
44,890,285

732,614
732,614

3月 分派遣会員賃金等

高齢者活躍人材確保育成事業受託料、預金利息の返還金

派遣事業拠点委託費 (手数料)

3月 分社会保険料等

消費税及び地方消費税 (確定)

3月 分臨時職員賃金

公益目的事業・法人会計の支払費用

[未払金計]

社会保険料他
[預り金計]

預り金

未払金 派遣会員賃金

返還金

経費

職員

長崎税務署

職員

経費

職員・派遣会員

(流動負債 )

45,622,899
流動負債合計

45,622,899
負債合計

26,603,413
正味財産
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